
   

    

 

 

祝！優秀賞 喜多方に歌声響く ～tbc・TUFこども音楽コンクール～ 
９月２日（土）に喜多方市民プラザで、「tbc・TUFこども音楽コンクール福島地区大会」が開催

されました。音源審査を通過した県内の小学校11校がそれぞれの歌声を喜多方に響かせました。 

岩根小特設合唱部がステージに姿を現

しました。思い起こせば昨年は無観客、

マスクを付けての歌唱でした。子どもた

ちが表情豊かに歌う姿を客席から直接見

られることの喜びを改めて思いました。 

子どもたちは、何度も練習を繰り返し

てきた「二億年ずつ２３回」を高らかに

歌い上げました。指揮とピアノ伴奏が一

体となり、透き通った岩根ボイスが会場一杯に響き渡りました。４分間の合唱は瞬く間に終わり、

大きな拍手が合唱部を包みました。澄み渡る歌声、体全体で思いを伝える姿は、見ている人の心を

打ちました。そこには、まさに合唱部が目指してきた「人を笑顔にする歌」がありました。 

そして、気になる審査結果は……、優秀賞を獲得。昨年の優良賞を一つ超える素晴らしい成績とな

りました。この賞を獲得できたのは、仲間と共に夏休みも毎日のように練習を続けた努力があった

からこそ。心を一つにがんばってきた特設合唱部に心から大きな拍手を送ります。 

最後は、子どもも先生もみんな揃って記念写真を撮りました。そこに子どもと大人の境はなく、

写るは共に「夢」を目指した同士の姿。充実した時を過ごす岩根小特設合唱部でした。 

保護者の皆様には、毎日の練習を支えていただいたこと共に心より感謝いたします。また、当日

は、喜多方まで足を運び、子どもたちの歌声をお聞きいただきありがとうございました。今後とも

特設合唱部の活動にご理解とご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 
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岩根小パワーアップ ～育休補充の先生が赴任～ 

 ９月7日（木）から、育児休業を取られている先生の代替の先生が赴任されました。すでにご存

じの方も多いと思いますが、昨年度の１０月から３月末まで、同じく育休代替教員として３年２組

の担任をしていただいた先生です。その後、今年度は、４月か

ら代替教員が不在の状態が続いていましたが、今回、岩根小に

戻ってきてくださいました。こんなに心強いことはありません。 

育休補充として赴任された先生には、３年生の音楽科、図画

工作科、４年２組の音楽科、５年生の音楽科を担当していただ

きます。また、いろいろな学級で複数指導にも当たっていただ

きます。子どもたちの学びを一層充実させ、岩根小のさらなる

パワーアップにつなげていきます。 
 

迫力満点の和太鼓 ～鑑賞教室～ 
 本日、低・中・高学年ごとに鑑賞教室を行いました。内容

は「和太鼓」。創作和太鼓集団の「打鼓音（Dako-on）」さ

んをお招きし、迫力の和太鼓演奏を披露いただきました。 

「打鼓音（Dako-on）」さんは、文部科学大臣賞の受賞歴

があり、各種全国コンクールで何度も優勝を重ねられてい

る団体です。多くの方に認められた、その和太鼓の演奏が

聞けることを楽しみにしていました。 

直径１ｍを超える大太鼓の演奏からスタート。大太鼓が

激しく打たれ、迫力ある演奏が体育館一杯に響き渡りました。腹の底まで届く力強い音と振動に、

子どもたちは心を鷲づかみにされていました。いろいろな太鼓の種類についても分かりやすく教え

ていただきました。 

 昨年度の保護者アンケートにも「本物に触れる体験をさせた

い。」というご意見がありましたが、やはり、プロの演奏は子ども

の心をぐっとつかむものでした。本物に触れることは、子どもたち

の感性を高めることにもつながります。４５分の演奏時間があっ

という間に過ぎていきました。 
 

 生命を尊ぶこと、思いやりを大切にすること ～人権教室～ 
  ９月１日（金）に、３年生を対象にして、人権教室を実施しました。この学習は、毎年、本校で継続的に取

り組んでいるもので、人権擁護委員の皆様にお越しいただいています。法務省の人権擁護啓発活動事業

になります。 

人権イメージキャラクター「人KENまもる君」と「人KENあゆ

みちゃん」も来校し、生命を尊ぶこと、思いやりをもって接するこ

となど、人として大切にしていくべきことを教えていただきまし

た。 小さいうちから、教えるべきことは教える。これも大切な教育

と考えています。子どもたちは、人権擁護委員の方の話を真剣に

聞き、生命や思いやりについての考えを深めていました。 この授

業を日常生活によりよく生かしていきます。 

○土曜・日曜・祝日の連絡はメールでお願いします。iwane-e@fcs.ed.jp 
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人として大切なことを学ぶ 


